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し らない!
このスピードでどこまで走れるの?
を犯す度に疾走してゆくノン・ストップ・クライム・ラブストーリー
かをどうしようもなく好きになるのに理由なんでいらない。

“人よりちょっとだけ不幸かもしれない"と心のどこかで思いながら、マジメに生きてきた普通の女の子・真鍵も、そんな嵐のような恋に落ちてしまう。

·は何かに傷つくことを怖がるみたいにすぐキレる男。強引な智勝の憂に引きずられ、..は全てを放り出して走り出す。

朱来なんてあてにしない。

衝動的にちょっとした犯揮を練り返す度に二人の走るスピードは速くなり、胸の厳勘も速まっていく。

疾走感が心地よさを館えて、苦しくなってくる斑襲。

でも、 『絶対、おまえを雌さないj という智膨の冒叢が、はぐれてしまいそうな心をつなぎ止める。

そして、ついに、本物の犯揮をやってしまう日がくる。

剃那的であればあるほど切なくなる
そして、最後は淡くて温かいほのかな先につつまれる
例年、 『傭たちに明日はない』のボニー&クライドのようだと、大々的に報じられた一つの.件があった。

『青学大生殺人'件j

ひと組の男女カ強避行の果てに、女の知人の留守中のアパートに無断侵入して数日間居座り、

わずヵ、5万円のために隣人を部屋に跨い、衝動的に殺してしまう。 剛YS花開q は、もしこの若い男女がその後も逮捕されていなかったら・・・

という興疎から生まれた物語。人生の軌道を失った男女カf限界まで疾走していくラブ・ストーリーは、糊B的であればあるほど切なくなる。

青い窪も青い海もまっすぐな遁も、二人にとっては果てしなく続くように思えても、やがて必ずおしまいがやってくる。

しかし、二人の街値につき合った後に見いだすものは、肴望とも冒えないくらい淡いけれど、灰かに温かい微かな先なのである。

ネズミの鼓動で生き急ぐ男と女
でも、捨てたもんじゃないんだよ、この世界は。
奥義を演じるのは『完全なる飼育~ (99)~あつもの，~ (99) でいま・も高い僻価を得ている若手女優、小=.a o

・8を演じるのは『ポルノスター~ (98) のキレたカリスマ千原浩史。

“太く短く生きて死ぬ"が口婦の智膨を千原はネズミに例えている。

ra とネズミ。象は畏く生きる。だから心鵬でゆっくりとリズムを刻む。ネズミは畏く生きない。だから心臆で速いリズムを刻む。 j

ギラギラした目でいつも体と頭に速いリズムを留かせている智膨を演按とは思えない切迫感で演じている。

は現代的テーマと斬新な映像世界で精力的に作品を生み出している瀬々敏久。

この作品の根底にはブルース・スプリングスティーンの名曲『生きる理由 j があるという。

“辛いー自の終わり、人はまだ信じる理由を見出そうとする"捨てたもんじゃないんだよ、この世界は。そんな監督のまなざしが伝わってくる。
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